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実験概要
•シンチレーティングファイバーの発光量・エネルギー分解能測定 

• 分散整合を利用 
高分解能測定を実現 
ΔEGR < 80 keV 
(FWHM) 

• ファイバーとGRの 
同時計測 
→エネルギーロスと 
　発光量の関係 
→ファイバーの 
　エネルギー分解能を測定
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LAS at 61 deg

GR at 0.0 deg

0-deg beam dump
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to beam dump
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Detectors

要請: ΔE < 100 keV

SC: ファイバーの光量

GR: ファイバーにおけるdE

slit: open
• p 64.6 MeV, ΔEBeam < 20 keV
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標的ラダー0
• 現在散乱槽にマウントされている標的ラダー（アライン・配線済）

ビューワ

Au
Al (ホイル)

ファイバー 
20 cm

• GR角度 4.5度

φ1 SC
φ3 SC

1 SQ

3 SQ
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標的ラダー1
• ファイバー10本 

• 2+3の2 layer 

• 1本ずつ x 5 

• 2 layer部分は四角のみ

200 mm
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標的ラダー2

200 mm

• 2+3 本 45° に傾けて組む 

• φ3MC 

• 細いファイバー (1, 2) を 
組んで3 mm
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解析
• EASIROC ADC → 光子数 

• 1 p.e. = ? ch (HG) 

• HG ADC と LG ADCの比率 

• 光子数 vs.  GR X  
→ エネルギーと光子数の関係 

• X軸に射影して分解能評価

High gain 
ADC

Low gain 
ADC

サチっている

• ラダー0について解析 
φ1 SC, φ3 SC, 1 SQ, 3 SQ
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ADC -> p. e.
• High gain / Low gain 

キャパシタの容量比 (10:1) 
入力電荷分割 

• Function Generator の 
出力 
→HG/ LG の比率を求める？ 
→入力波形が違う

第2章 EASIROC

より詳しい EASIROCの仕様に関しては、開発元の仕様書を参照の事。

2.1 全体の構成
ここではEASIROC全体の信号処理を簡単に説明する。各部位の詳細な動作に関しては
後述する。EASIROCはOmega/IN2P3によって開発されたMPPC用の読出しASICであ
り、1チップで 32個のMPPCの読出しが出来る。また、EASIROCはMPPCを読出すた
めの基本的な機能である、バイアス調整機能や、成形増幅器、discriminatorなどを全て有
している。EASIROCの内部回路の概要を図 2.1に示す。EASIROCへの入力信号の極性は
正電圧にしなければならない。そのため、MPPCのカソードへ正電圧を印加しアノード側
をEASIROCへの入力として使用する。入力ラインの最初に配置されている InputDACは
MPPCのバイアス調整用に使用され、チャンネル毎に電圧を設定できる。入力信号は 2つ
のキャパシタで high gain側 (HG)と low gain側 (LG)に分割され、このキャパシタの容量
比で high gainと low gainの増幅比が決まっており、hign gainと low gainで 10:1の比で電
荷を分割する。キャパシタンスの後にはPreAMPが配置されており、ここで信号が増幅さ
れる。PreAMPの gainは可変になっており、high gain、low gainそれぞれ設定が可能であ

図 2.1: EASIROC内部回路

4Ramp 
LGがすごく小さい

Pulse 
HGが公称値より小さい

β線源のデータ（ピーク構造）からHG/LG比を求める 
→CH依存性がありそう。とりあえず公称値10倍で解析 
CH6: 11.6倍  CH8: 9.9倍
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p. e. vs. GR X
• 発光量とエネルギーの関係 

xの値を適当に区切って各領域ごとでの平均値を得る 
→fit して1次式を得る 
1次式に射影する (x=0になると期待)

fit した

目で見て決めた 
↑定量的に決めたい
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分解能
• 65 MeV pでの分解能 

（3 mm ポリスチレンのエネルギーロス: 3.26 MeV）

SC1 SC3 SQ1 SQ3

220.05 240.36 161.23 239.65

種類

σ (keV)


